
　

紹
介
し
た
医
師
の
他
に
研
修
医
３
名
、
看
護
師
22

名
、
臨
床
工
学
技
士
２
名
、
作
業
療
法
士
１
名
、
事

務
５
名
の
入
職
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス

を
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科　
医
長　

和
田 

誠

　

当
科
は
、
一
般
内
科

と
し
て
診
療
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
患
者
さ

ん
の
数
が
増
え
て
き
た

事
か
ら
平
成
21
年
４
月

よ
り
内
科
の
一
部
門
と

し
て
独
立
し
た
科
に
な
り
ま
し
た
。
全
身
性
疾
患
で

あ
る
膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
の
治
療
に
は
多
く

の
分
野
が
関
与
し
て
お
り
内
科
の
各
部
門
や
総
合
病

院
と
し
て
の
利
点
を
生
か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
科
と

連
携
し
て
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
対
象
疾
患
は

関
節
リ
ウ
マ
チ
、
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
）、
抗
リ
ン
脂
質
抗
体

症
候
群
、
全
身
性
硬
化
症(

強
皮
症)

、
肺
高
血
圧
症
、

皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
、
成
人
ス
テ
ィ
ル
病
、
結

節
性
動
脈
炎
、顕
微
鏡
的
多
発
血
管
炎
、側
頭
動
脈
炎
、

乾
癬
性
関
節
炎
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
リ
ウ
マ
チ
性

多
発
筋
痛
症
、
線
維
筋
痛
症
、
混
合
性
結
合
組
織
病
、

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉
芽
腫
症
、

強
直
性
脊
椎
炎
、
不
明
熱
な
ど
を
対
象
に
診
療
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
原
因
不
明
の
発
熱
、
関
節
痛
、

体
重
減
少
、
口
の
渇
き
、
長
く
続
く
血
尿
、
易
疲
労

感
な
ど
の
症
状
の
あ
る
方
は
ま
ず
初
診
外
来
に
受
診

さ
れ
る
か
、
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
状
を
も
っ

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

第 11号（１） 公立山城病院新聞 平成 21年春

日本医療機能評価機構認定病院

公　立　山　城　病　院　新　聞
YAMASHIRO　PUBLIC　HOSPITAL

　発　行　元　　公立山城病院
発行元責任者　　中埜　幸治

小
児
科
医
長　

和
泉 

守
篤

　

は
じ
め
ま
し
て
。
こ

の
４
月
か
ら
公
立
山
城

病
院
小
児
科
医
長
と
し

て
勤
務
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
和
泉

守
篤
と
申
し
ま
す
。
小

児
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
昨
今
厳
し
さ
を
増
し
て

お
り
、
人
手
不
足
が
深
刻
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
周
囲
の
状
況
に
安
易
に
流
さ
れ
る
こ

と
な
く
全
力
を
尽
く
し
て
診
療
に
あ
た
る
所
存
で
す

の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

小
児
科
医
員　

八
木 

加
奈
恵

　

こ
の
度
、
４
月
か
ら

山
城
病
院
小
児
科
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
こ

れ
か
ら
の
成
長
と
発
達

を
十
分
に
考
え
た
医
療

を
提
供
し
、
地
域
の
み
ん
な
が
元
気
に
明
る
く
暮
ら

せ
る
よ
う
、
少
し
で
も
お
手
伝
い
出
来
た
ら
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

脳
神
経
外
科
医
員　

藤
田 

智
昭

　

僭
越
な
が
ら
自
己
紹

介
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
、
京
都
府
立
医
科

大
学
剣
道
部
出
身
、
藤

田
智
昭
と
申
し
ま
す
。

　

人
生
30
年
目
、
医
療

従
事
者
６
年
目
、
脳
外
科
４
年
目
で
す
。

　

昨
年
は
木
津
川
10 

km
マ
ラ
ソ
ン
を
息
も
絶
え
絶
え

な
が
ら
完
走
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

至
ら
な
い
所
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
山
城
南
医
療
の
中
核
公
立
病
院
と
し
て
、

住
民
の
方
の
健
康
維
持
・
増
進
に
良
質
で
安
全
な
医

療
を
提
供
に
努
め
、
安
定
し
た
病
院
運
営
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
癒
し
の
心
で

患
者
さ
ん
に
よ
り
そ
っ
た
医
療
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

呼
吸
器
外
科
部
長　

伊
藤 

和
弘

　

呼
吸
器
外
科
で
は
、

肺
が
ん
を
は
じ
め
、
胸

部
の
悪
性
腫
瘍
や
、
気

胸
・
膿
胸
、
縦
隔
腫
瘍

を
専
門
的
に
扱
い
ま
す
。

胸
の
手
術
と
聞
く
と
、

大
き
く
切
っ
て
怖
い
手
術
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
胸
腔
鏡
（
内
視
鏡
）
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
小
さ
な
傷
で
手
術
が
可
能
に

な
っ
て
い
ま
す
。
当
院
で
は
、胸
腔
鏡
に
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
格
段
に
き
れ
い
な
手
術
画

像
を
見
な
が
ら
、
正
確
か
つ
安
全
に
手
術
を
行
う
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

内
科
医
員　

田
中 

紀
實

　

今
春
２
年
間
の
研
修

生
活
を
終
え
、
山
城
病

院
に
内
科
の
修
練
医
と

し
て
赴
任
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
循
環
器
内
科

を
中
心
に
し
な
が
ら
も
、

内
科
一
般
の
診
療
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で

す
。
未
熟
者
で
す
が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

内
科
医
員　

坂
上 

共
樹

　

は
じ
め
ま
し
て
、
坂

上
と
い
い
ま
す
。
平
成

18
年
に
近
畿
大
学
医
学

部
を
卒
業
後
、
大
阪
府

立
呼
吸
器
ア
レ
ル
ギ
ー

医
療
セ
ン
タ
ー
で
初
期

臨
床
研
修
、
腫
瘍
内
科
後
期
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

風
光
明
媚
な
木
津
川
市
で
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

病
院
基
本
理
念
・
基
本
方
針

病
院
基
本
理
念
・
基
本
方
針

病
院
基
本
理
念
・
基
本
方
針

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科
の
紹
介

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科
の
紹
介

膠
原
病
・
リ
ウ
マ
チ
科
の
紹
介

新
人
紹
介

新
人
紹
介

新
人
紹
介

病院基本理念
京都府南部地域の中核公立病院として、
良質な医療を提供し住民の健康維持・増
進を図る

病院基本方針
　　　一　地域医療の確保
　　　一　患者さん中心の医療提供
　　　一　医療安全の徹底
　　　一　医療水準の向上
　　　一　公益性と健全経営
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【
Ｑ
１
】
い
つ
か
ら
「
Ｄ
Ｐ
Ｃ
」
に
よ
る
計
算
方
式
に
な

り
ま
す
か
？

　

平
成
21
年
７
月
１
日
以
降
に
新
規
に
入
院
さ
れ
る
患
者

様
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

６
月
30
日
以
前
か
ら
入
院
さ
れ
て
い
る
患
者
様
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
２
か
月
間
（
８
月
末
ま
で
）
従
来
ど
お

り
の
「
出
来
高
払
い
方
式
」
に
よ
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
２
】
入
院
し
た
す
べ
て
の
患
者
が
対
象
に
な
る
の
で

す
か
？

　

当
院
に
入
院
さ
れ
る
患
者
様
は
、
原
則
す
べ
て
の
方
が

対
象
に
な
り
ま
す
が
、
病
名
が
「
診
断
群
分
類
」
の
い
ず

れ
に
も
該
当
し
な
い
と
主
治
医
が
判
断
し
た
場
合
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
「
出
来
高
払
い
方
式
」
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
診
断
群
分
類
ご
と
に
特
定
入
院

期
間
（
包
括
の
期
間
）
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
入
院

期
間
を
超
え
た
後
か
ら
は
出
来
高
算
定
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
次
に
掲
げ
る
方
も
従
来
ど
お
り
の
「
出
来
高
払

い
方
式
」
と
な
り
ま
す
。

　

①　

治
験
の
対
象
と
な
る
患
者
様

　

②　

入
院
後
24
時
間
以
内
に
死
亡
さ
れ
た
患
者
様

　

③　

生
後
７
日
以
内
に
死
亡
さ
れ
た
新
生
児
の
患
者
様

　

④　

労
災
保
険
や
公
務
災
害
が
適
用
さ
れ
る
患
者
様

　

⑤　

交
通
事
故
な
ど
で
自
費
扱
い
と
さ
れ
る
患
者
様

　

⑥　

高
度
先
進
医
療
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
患
者
様

【
Ｑ
３
】
入
院
費
は
こ
れ
ま
で
と
比
較
し
て
、
高
く
な
り

ま
す
か
、
安
く
な
り
ま
す
か
？

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
入
院
中
に
患
者
様
が
治
療
さ
れ
た
病
名

（
診
断
群
分
類
）
に
よ
っ
て
、
入
院
１
日
当
た
り
の
医
療

費
が
決
ま
り
ま
す
。従
い
ま
し
て
、従
来
の
方
式
と
比
べ
て
、

病
名
に
よ
り
高
く
な
る
場
合
も
あ
れ
ば
安
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

DDPPCCのの包包括括とと出出来来高高のの内内容容

診療区分 包括される診療内容 出来高となる診療内容

基本
入院基本料
特定入院料の一部

初診料
入院基本料等加算の一部
特定入院料の一部（加算扱い）

指導・在宅
指導管理料、指導用薬剤・材料、
在宅医療、診療情報提供（紹介状）

検査
右記を除く検査
検査用薬剤・材料

心臓カテーテル、内視鏡、診断穿刺、
検体採取、病理診断、病理学的検査診断

画像診断
右記を除く検査
検査用薬剤・材料

選択的動脈造影カテーテル手技
画像診断管理加算

投薬・注射 右記を除く投薬・注射 退院時処方

リハビリ リハビリで使用する薬剤 リハビリ

処置
右記を除く処置
処置用薬剤・材料

１，０００点（１０，０００円）以上の処置

手術・麻酔 手術・輸血・麻酔の手技・薬剤・材料

食事 食事療養

DPC入院医療費　＝　包括診療費（１日あたりの費用）×　日数　×　医療機関別係数　※　＋　出来高診療費　＋　食事療養費
（　※　医療機関別係数とは、病院の機能に応じて病院ごとに定められる一定の係数です。）

【出来高方式】 【ＤＰＣ方式】
診療行為をひとつひとつ
積み上げて計算する方法

１日当たりの定額と出来高
を合計する方法

入院基本料

投薬・注射

検　　 　査 4

レントゲン

処　　　 置

1,000点以上の処置 1,000点以上の処置

手術・麻酔 手術・麻酔

リ  ハ  ビ  リ リ  ハ  ビ  リ

病 理 診 断 病 理 診 断

内視鏡検査 内視鏡検査

入院診療費 入院診療費

１日当たりの定額医療点数

Ｘ　入院日数

  包括に変更

 出来高のまま

　当院は、厚生労働省からの指定を受け、平成 21 年 7 月 1 日から DPC 対象病院となります。
これに伴い、入院費の計算方法が今までの｢出来高計算方式｣から｢DPC（診断群分類包括評価）
方式｣に変更いたします。
　DPCとは、Diagnosis（診断）Procedure（処置・手技）Combination（組み合わせ）の略で、
従来の診療行為ごとに積算して診療費を計算する｢出来高計算方式｣とは異なり、入院患者様
の病名、症状、治療行為をもとに厚生労働省が定めた診断群分類ごとに 1 日当たりの定額料
金からなる包括評価部分（入院基本料、投薬、注射、検査、画像診断等）と出来高評価部分（手術、
麻酔、リハビリ等）を組み合わせて入院費を計算する方式です。
　DPC は、医療の質の標準化を目差すものであり、単に計算方法の改革だけでなく、良質な
医療、効率的・効果的な医療、医療の透明化などを図るために実施されるものです。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

入院医療費に関するお知らせ入院医療費に関するお知らせ

Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

平成21年7月1日から
入院医療費の計算方法が変わります

入院医療費に関するお知らせ



　

訓
練
は
、
２
月
17
日
に
改
訂
さ
れ
た
国
の
「
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
行
動
計
画
」
に
則
り

①
感
染
の
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制
し
、
健
康
被
害
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と

②
社
会
経
済
を
破
綻
に
至
ら
せ
な
い
こ
と

　

を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
映
画
や
テ
レ
ビ
、
新
聞
な

ど
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、国
の
流
行
規
模
・
被
害
想
定
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）
が
始
ま
れ
ば
罹
患
率
全
人
口
の

25
％
、
医
療
機
関
受
診
患
者
数
１
，
３
０
０
万
人

〜
２
，
５
０
０
万
人
、
死
亡
者
数
７
万
人
〜
64
万
人
、
従

業
員
欠
勤
最
大
40
％
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、第
二
段
階
（
国
内
発
生
早
期
）、第
三
段
階
（
蔓

延
期
）
の
発
生
段
階
別
に
事
例
を
想
定
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

患
者
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
国
か
ら
帰
国
の
際
、

飛
行
機
内
で
有
症
者
と
乗
り
合
わ
せ
て
し
ま
い
、
空
港
検

疫
所
で
症
状
は
な
く
健
康
観
察
の
た
め
自
宅
待
機
中
に
発

熱
、
保
健
所
発
熱
相
談
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
、
発
熱
外
来

を
受
診
。
診
断
の
た
め
検
体
採
取
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｈ
５
亜
型
陽
性
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
入
院
指
導
が

行
わ
れ
、患
者
と
接
触
し
た
人
の
健
康
調
査
（
疫
学
調
査
）

を
実
施
し
感
染
拡
大
に
歯
止
め
を
か
け
ま
す
。
消
防
に
よ

る
重
症
患
者
医
療
機
関
へ
の
搬
送
な
ど
各
関
係
機
関
の
役

割
や
円
滑
な
情
報
交
換
、
連
携
に
つ
い
て
実
践
さ
な
が
ら
、

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
訓
練
で
し
た
。

　

終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
地
域
住
民
へ
の
発
熱
相
談
や

発
熱
外
来
利
用
の
周
知
、
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、

曼
延
期
の
重
症
患
者
入
院
受
け
入
れ
調
整
は
ど
の
機
関
が

軸
に
な
り
行
う
か
な
ど
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

当
院
で
も
３
月
16
日
、
中
村
昇
山
城
南
保
健
所
長
を
お
招

き
し
、
職
員
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
参
加
者
は
１
１
１

名
に
上
り
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

課
題
は
多
い
が
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
を
地
域
と

連
携
し
計
画
的
に
推
進
す
る
。
地
域
中
核
病
院
と
し
て
の

重
責
を
痛
感
す
る
研
修
で
し
た
。
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当
院
で
は
院
内
教
育
の
一
環
と
し
て
、
全
ス
タ
ッ
フ
を

対
象
に
研
修
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
中
埜
院
長
が｢

医
の
倫
理｣

と
い
う
テ
ー
マ

で
、
山
城
病
院
に
お
け
る｢

医
の
倫
理｣

に
つ
い
て
講
演
さ

れ
ま
し
た
。
医
療
に
携
わ
る
者
と
し
て
守
る
べ
き
行
動
規

範
を
も
と
に
人
命
に
関
わ
る
専
門
的
役
割
を
深
く
自
覚

し
、
個
々
の
専
門
技
能
を
通
し
て
医
療
発
展
に
寄
与
し
続

け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
苦
し
み
や
不
安
を
抱
い
て
お
ら

れ
る
方
々
へ
安
ら
ぎ
を
提
供
し
、
生
き
る
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
う
事
こ
そ
が
当
院
の｢

医
の
倫
理｣

に
あ
た
る
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

又
、
３
月
に
は
関
西
医
科
大
学
枚
方
病
院
の
総
合
診
療

科
医
師
の
河
本
慶
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
、「
医
学
コ
ー

チ
ン
グ
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
な
い
ま
し
た
。
患
者
様
と

の
会
話
、
ス
タ
ッ
フ
間
で
の
会
話
な
ど
、
医
療
現
場
に
お

い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大
切
と
な
っ
て

い
ま
す
。
普
段
な
に
げ
な
く
行
な
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
例
に
挙
げ
て
、
参
加
者
と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
交
え
な
が
ら
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
構
築
し
て

い
く
為
に
〝
コ
ー
チ
ン
グ
〞
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
法
が
有
効
で
あ
る
と
講
義
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

講
義
を
活
か
し
、
当
院
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
や
職
員
が
気

持
ち
よ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う
に
、
心

が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
地
域
住
民
の
皆
様
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
専

門
的
な
知
識
・
技
術
の
習
得
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修
を
実

践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
Ｑ
４
】Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
途
中
で
病
名
や
医
療
費
が
変
わ
る
こ

と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
？

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
は
、
１
回
の
入
院
で
の
病
気
の
分
類
は
、
１

つ
の
病
名
で
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

入
院
当
初
か
ら
病
名
が
確
定
さ
れ
て
退
院
ま
で
変
更
が

な
い
場
合
は
い
い
の
で
す
が
、
入
院
当
初
に
病
名
が
は
っ

き
り
し
な
い
場
合
な
ど
は
疑
い
病
名
を
つ
け
、
検
査
や
治

療
が
進
む
中
で
病
名
が
確
定
（
変
更
）
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
病
名
が
確
定
し
た
時
点
で
入
院
初
日
ま

で
遡
っ
て
確
定
し
た
病
名
で
医
療
費
の
計
算
を
や
り
直
す

こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
仮
病
名
の
ま
ま
入
院
の
月
が
ま

た
が
っ
た
場
合
な
ど
、
既
に
途
中
ま
で
の
お
支
払
を
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
退
院
時
に
過
不
足
を
調
整
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
追
加
請
求
や
返
還
な
ど
が
退
院
後
に
発
生
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
Ｑ
５
】
食
事
の
料
金
や
個
室
代
も
包
括
さ
れ
ま
す
か
？

　

食
事
の
料
金
や
個
室
代
は
、
診
療
費
と
は
別
に
こ
れ
ま

で
ど
お
り
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
Ｑ
６
】
医
療
費
の
支
払
方
法
は
、
か
わ
り
ま
す
か
？

　

患
者
様
の
一
部
負
担
金
の
支
払
い
方
法
は
、
基
本
的
に

は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
入
院
中
の
定
期
請
求
に
つ
い
て
は
、

毎
月
１
回
月
末
に
締
切
り
、
月
１
回
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

　

退
院
時
の
請
求
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、
退
院
の

際
に
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
Ｑ
７
】
高
額
医
療
費
の
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
お
支
払
さ
れ
た
１
か
月

分
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超
え

た
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
扱
い
に
な
り
ま

す
。

【
Ｑ
８
】特
定
疾
患（
公
費
）の
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

　

特
定
疾
患
の
傷
病
が
、
入
院
の
主
た
る
治
療
目
的
で
あ

る
場
合
は
、
包
括
評
価
に
な
っ
て
も
公
費
適
用
に
な
り
ま
す
。
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外
来
の
患
者
様
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携
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携
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診
療
連
携
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に
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定
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れ
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
応
訓
練

放
射
線
科
部
長　

石
原　
潔

　

公
立
山
城
病
院
は
、昨
年
12
月
４
日
に
京
都
府
よ
り「
地

域
が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
期

間
は
平
成
24
年
12
月
３
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

京
都
府
内
に
は
、
京
都
府
立
医
科
大
学
附
属
病
院
を
は

じ
め
と
す
る
「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
」
が
、
８

病
院
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
が
ん
診
療
に
お
い
て
、
一
定

の
基
準
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
に
国
が
指
定
・
支
援
す
る

制
度
で
す
が
、
丹
後
、
南
丹
、
山
城
北
、
山
城
南
の
４
医

療
圏
に
つ
い
て
は
、
拠
点
病
院
の
な
い
「
空
白
地
域
」
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
京
都
府
は
国
に
準
じ
た
基
準
を
独
自
に
設
け
、

４
医
療
圏
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
中
核
病
院
と
な
る
「
地
域

が
ん
診
療
連
携
協
力
病
院
」
を
１
病
院
ず
つ
指
定
す
る
こ

と
と
し
、山
城
南
医
療
圏
で
は
、当
院
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
が
ん
診
療
に
お
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も

院
内
で
の
チ
ー
ム
体
制
を
さ
ら
に
強
化
す
る
と
と
も
に
、

が
ん
治
療
の
標
準
化
、
化
学
療
法
、
緩
和
ケ
ア
の
提
供
体

制
の
充
実
、
地
域
の
医
療
機
関
と
の
連
携
の
充
実
、
専
門

的
な
知
識
や
技
能
を
有
す
る
医
師
・
職
員
の
充
実
、
が
ん

患
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、
本
紙
上
に
て

報
告
い
た
し
ま
す
。

感
染
管
理
認
定
看
護
師　

藤
井
美
奈
子

　

平
成
21
年
３
月
17
日
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
駐
車
場
で

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
検
討
会
議
（
木
津
地
区
）
の

構
成
機
関
で
山
城
南
保
健
所
を
は
じ
め
地
元
医
師
会
な
ど
、

関
係
11
機
関
が
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。



　

当
科
は
平
成
11
年
の
病
院
改
築
後
に
新
設
さ
れ
た
部

門
で
す
が
、
年
々
内
容
を
充
実
さ
せ
地
域
最
大
の
循
環

器
病
の
救
命
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。

●
●
●　
対
象
疾
患　
●
●
●

虚
血
性
心
疾
患
（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）、
心
不
全
、

不
整
脈
、
心
臓
弁
膜
症
、
心
筋
症
、
心
筋
炎
、
肺
梗
塞
、

高
血
圧
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
、
静
脈
血
栓
症
な
ど

●
●
●　
特　
徴　
●
●
●

　

循
環
器
疾
患
は
急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
緊
急
治
療
を

要
す
る
疾
患
が
あ
り
ま
す
の
で
、
24
時
間
体
制
で
適
切

で
か
つ
迅
速
な
診
断
と
治
療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
最

近
３
年
間
の
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
は
年
間
約
５
０
０
件
、
心

臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
は
年
間
約
３
０
０
件
、
冠
動
脈
イ

ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
（
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
）
は
年

間
約
２
０
０
件
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
成
功
率
は
慢

性
閉
塞
病
変
も
含
め
たover all

で
95
％
以
上
、
急
性

心
筋
梗
塞
症
例
の
受
入
れ
件
数
は
年
間
50
症
例
程
度
で

そ
の
う
ち
93
％
を
救
命
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
心
原

性
シ
ョ
ッ
ク
を
合
併
し
た
症
例
や
来
院
時
心
肺
停
止
状

態
の
症
例
は
や
は
り
予
後
が
悪
い
の
で
す
が
、
経
皮
的

心
肺
補
助
（
Ｐ
Ｃ
Ｐ
Ｓ
）
や
大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ
ン

ピ
ン
グ
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
）
に
加
え
て
低
体
温
療
法
を
積
極

的
に
導
入
し
、
救
命
率
と
社
会
復
帰
率
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
４
月
か
ら
は
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ

ル
型
２
方
向
血
管
造
影
装
置
を
新
規
導
入
し
た
こ
と
で
、

治
療
が
難
し
い
慢
性
閉
塞
病
変
へ
の
複
雑
な
手
技
も
比

較
的
容
易
に
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
の
進
歩
に
は
め
ざ
ま

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
薬
剤
溶
出
ス
テ

ン
ト
が
あ
り
、
７
年
以
上
の
長
期
成
績
は
世
界
的
に
も

ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同
ス
テ
ン
ト
を

使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
少
な
く
と
も
治
療
し
た
部
位
が

１
年
以
内
に
再
度
狭
窄
を
起
こ
す
現
象
は
５
％
未
満
に

激
減
し
、
こ
れ
に
よ
り
治
療
後
に
何
度
も
心
臓
カ
テ
ー

テ
ル
検
査
を
受
け
な
く
て
も
い
い
よ
う
に
な
っ
た
の
は

特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。
当
院
で
は
ハ
イ
リ
ス
ク
症
例

を
除
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

は
現
在
実
施
せ
ず
、
非
侵
襲
的
な
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
で
代

用
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
も
画
期
的
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。
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当
院
の
周
産
期
セ
ン
タ
ー
で
は
産
科
と
小
児
科
が
連

携
し
、
母
児
の
一
貫
し
た
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
医
師
の
管
理
化
の
下
、
助
産
師
主
体
の
自
然
分
娩

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
年
の
１
月
か
ら
お
母

様
が
積
極
的
に
お
産
に
取
り
組
め
「
自
分
ら
し
い
よ
い

お
産
」
が
で
き
る
よ
う
妊
娠
中
に
３
つ
の
マ
タ
ニ
テ
ィ

ク
ラ
ス
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
栄
養
教
室
で
は
、
助
産

師
か
ら
妊
娠
中
の
体
重
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
コ
ツ
や
貧
血

予
防
・
授
乳
中
の
食
事
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
管
理

栄
養
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
実
際
の

献
立
に
つ
い
て
考
え
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
お
っ
ぱ
い
教
室
で
は
、
母
乳
育
児
に
つ

い
て
考
え
、
出
産
後
ス
ム
ー
ズ
に
母
乳
育
児
が
ス
タ
ー

ト
で
き
る
よ
う
、
妊
娠
中
か
ら
の
お
っ
ぱ
い
の
お
手
入

れ
方
法
や
赤
ち
ゃ
ん
の
抱
き
方
指
導
な
ど
を
人
形
や
模

型
を
用
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
妊
娠
中
の
過
ご

し
方
や
お
産
の
流
れ
に
つ
い
て
、
お
母
様
と
共
に
考
え

る
安
産
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
予
定
日
の
近
い
お
母

様
方
が
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
な
が
ら
お
産
の
流

れ
を
知
り
、
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
マ
マ
友
作
り
の
場
と
な

る
参
加
型
の
教
室
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
自
分
の

出
産
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、
安
産
教
室
後
に

分
娩
室
や
陣
痛
室
、
新
生
児
室
の
見
学
な
ど
の
病
棟
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
出
産
時
、
希
望
者
に
は
夫
立

会
い
分
娩
を
行
い
、
出
産
直
後
は
親
子
の
絆
を
深
め
る

為
、
カ
ン
ガ
ー
ル
ケ
ア
や
分
娩
室
で
の
早
期
授
乳
な
ど

親
子
３
人
で
の
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

入
院
中
は
母
児
異
室
制
と
し
お
母
様
の
産
後
の
回
復
を

促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
生
児
室
で
の
授
乳
や
デ
イ

ル
ー
ム
で
の
食
事
は
お
母
様
同
士
の
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
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人
材
確
保
と
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
職
員
住
宅
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

職
場
か
ら
近
く
、
一
部
の
住
宅
で
は
家
電
が
つ
い
て

お
り
、
働
く
環
境
と
し
て
も
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
当
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
職
場
環
境

を
整
え
る
方
針
で
す
。

当
院
で
は
２
０
０
５
年
10
月
か
ら
64
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ

ス
Ｃ
Ｔ
検
査
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
の
診
断
方
法
と
し
て
非
常
に
優
れ
、
侵
襲
的
で
費

用
が
か
か
る
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
検
査
に
代
わ
る
確
立
し

た
検
査
方
法
で
す
。
造
影
剤
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
や

高
度
な
腎
障
害
を
有
す
る
方
は
実
施
で
き
な
い
な
ど
の

弱
点
も
あ
り
ま
す
が
、
胸
部
不
快
感
を
自
覚
さ
れ
る
方

や
心
臓
病
の
家
系
の
方
、
さ
ら
に
は
糖
尿
病
や
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
に
是
非
一
度
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

心
臓
病
の
治
療
は
過
食
や
運
動
不
足
と
い
っ
た
悪
い

生
活
習
慣
の
改
善
が
重
要
で
す
。
当
院
で
は
急
性
心
筋

梗
塞
で
入
院
さ
れ
た
方
の
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
に
循

環
器
医
師
・
か
か
り
つ
け
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

栄
養
士
・
理
学
療
法
士
が
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
十
分
議
論
し
た
上
で
、

個
別
に
指
導
し
て
そ
の
再
発
予
防
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
科
の
外
来
診
察
は
平
日
の
毎
日
行
っ
て
い
ま

す
。
外
来
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
初
診

で
他
院
か
ら
の
紹
介
状
が
な
い
場
合
は
新
患
外
来
受
診

後
に
循
環
器
外
来
受
診
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。
初
診

で
な
い
場
合
は
前
日
ま
で
に
電
話
で
診
察
予
約
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
他
院
か
ら
の
紹
介
状
が
あ
れ
ば
予
約
な

し
で
当
日
の
診
察
の
受
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
な
ど
の
日
常
検
査
は
適
時
可
能
で
す
が
、

待
ち
時
間
の
関
係
上
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
検
査
の
予

約
を
依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
心

臓
Ｃ
Ｔ
検
査
の
詳
細
な
結
果
報
告
は
複
数
医
師
が
検
閲

し
て
信
頼
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
１
週
間
ほ

ど
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
●
●　
循
環
器
内
科
医
師
紹
介　
●
●
●

循
環
器
科
部
長

富
安
貴
一
郎
（
と
み
や
す　

き
い
ち
ろ
う
）

　
　

▽
循
環
器
領
域
一
般
（
特
に
心
不
全
、
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

　
　
　

◎
日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
、
日
本
内
科
学
会
認
定
医
、

　
　
　
　

日
本
心
血
管
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
学
会
認
定
医
、

　
　
　
　

第
３
回
日
本
心
不
全
学
会 

Young Investigators Aw
ards 

優
秀
賞
受
賞

医
長
（
循
環
器
）

赤
羽
目
聖
史
（
あ
か
ば
め　

さ
と
し
）

　
　

▽
循
環
器
領
域
一
般

　
　
　
（
特
に
心
臓
Ｃ
Ｔ
、
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
）

　
　
　

◎
日
本
内
科
学
会
認
定

非
常
勤

田
中
武
兵
（
た
な
か　

む
へ
い
）

　
　

▽
循
環
器
領
域
一
般

　
　
　
（
特
に
心
臓
Ｃ
Ｔ
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
）

　
　
　

◎
日
本
内
科
学
会
認
定
医

●日時　平成 21年 5月 12日（火）9:00～12:00
●場所　公立山城病院　１階エスカレーター横の通路
●目的　山城病院に関わる方や地域住民の看護に対する関心を高め、健康の増進と親睦を図る。
●内容　健康チェック　○身長測定
　　　　　　　　　　　○体重測定
　　　　　　　　　　　○血圧測定
　　　　　　　　　　　○体脂肪測定
　　　　　　　　　　　○骨密度の測定
　　　　　　　　　　　○バイナパルス（血管推定年齢測定器）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※指を挟むだけで血管年齢が分かります
●対象者　・山城病院に入院・通院されている患者様及びご家族の方
　　　　　・地域住民の方で健康チェックをされたい方
参加は無料です。お気軽にお越しください。
当日、駐車場が混むことが予想されますので、お越しの際は公共の交通機関をご利用ください。
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